
中部教育事務所 学校サポート

「ひなたの学び」について

本日は、「ひなたの学び」について、説明いたします。
皆様、「ひなたの学び」をどのようにお考えでしょうか。
少し考えてみてください。

これから詳しく説明しますが、結論から申し上げますと
「ひなたの学び」は、「子供たちが生き生きと学ぶ姿」であり、
「ひなたの学び」を推進することは、「主体的・対話的で深い学び」の視点で授
業改善を進めることになります。



○学習指導要領の確認
○「ひなたの学び」の背景
について

○授業づくりについて

それでは、
最初に、現行の「学習指導要領」について確認し、
次に「ひなたの学び」の背景について説明します。
最後に、「授業づくりについて」お話しします。
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まずは、キーワードの整理です。
学習指導要領には、たくさんのキーワードがあり、一見するとそれぞれがばらば
らにも見えます。
どのような関係にあるのでしょうか。

少し考えてみてください。
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これは、文部科学省が示す、「学習指導要領とＧＩＧＡスクール構想の関係」の
図です。
先ほどのキーワードがまとめられています。
２０３０年の社会と子供たちの未来に求められる資質・能力を育成するために、
学習指導要領の前文には、持続可能な社会の創り手の育成が掲げられています。
そのために育成を目指す資質・能力は、これまで同様に、「生きる力」であるこ
とは変わりませんが、「生きる力」を「育成を目指す資質・能力の三つの柱」に
整理したということです。三つの柱とは、「知識及び技能」、「思考力、判断力、
表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」のことです。
今回の改訂により、「指導と評価の一体化」が一層図りやすくなっています。

育成を目指す資質・能力を身に付けるさせるための授業改善の視点が「主体的・
対話的で深い学び」による授業改善です。
図中に示されている「個別最適な学び」とは、教師の視点では、以前から行われ
ている「個に応じた指導」のことで、生徒の視点では「個別最適な学び」のこと
です。

この「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させていくことで、
「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善を行います。
そのための環境が1人１台端末、GIGAスクール構想になります。
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5

5

次に、県教育委員会が推進しております「ひなたの学び」について説明します。



6

なぜ、

「ひなたの学び」

なのか？

最初に、「ひなたの学び」について共通理解を図りましょう。

皆さんに問います。

なぜ、「ひなたの学び」が必要なのでしょうか？

少し時間をとりますので、考えてみてください。
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また，学校の臨時休業中，子供たちは，学校や教師からの指示・発
信がないと，「何をして良いか分からず」学びを止めてしまうとい
う実態が見られたことから，これまでの学校教育では，自立した学
習者を十分育てられていなかったのではないかという指摘もある。

我が国の経済発展を支えるために，「みんなと同じことができる」
「言われたことを言われたとおりにできる」上質で均質な労働者の
育成が高度経済成長期までの社会の要請として学校教育に求められ
てきた中で，「正解（知識）の暗記」の比重が大きくなり，「自ら
課題を見つけ，それを解決する力」を育成するため，他者と協働し，
自ら考え抜く学びが十分なされていないのではないかという指摘も
ある。

令和３年１月２６日 中央教育審議会 「令和の日本型学校教育の構築を目指して」より抜粋

7

中央教育審議会資料より

これは、令和３年に中央教育審議会で出された、「令和の日本型教育の構築を目
指して」より抜粋した文章です。

時間をとりますので、読んで下さい。

（黙読の時間を確保する）
これまでの学校教育に求められてきたことを背景に
「自ら課題を見つけ，それを解決する力」を育成するため，他者と協働し，自ら
考え抜く学びが十分なされていないのではないか」
という指摘がなされています。
また、コロナ禍における経験から
「自立した学習者を十分育てられていなかったのではないか」
という指摘がなされています。
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文部科学省 第4期教育振興基本計画より

8

教育基本法に基づき、政府が策定する教育に関する総合計画のことで
5年ごとに見直される。第4期は、令和5年度から令和9年度まで。

持続可能な社会の
創り手の育成

日本社会に根差した
ウェルビーイングの

向上

○ 将来の予測が困難な時代に、主体性、リーダーシップ、

創造力、 課題設定・解決能力、チームワークなどを備え

た人材の育成

○ 多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとと

もに、 地域や社会が幸せや豊かさを感じられるものと

なるよう、教育を通じてウェルビーイングを向上

２つのコンセプト

また、こちらは、国の教育振興基本計画です。政府が策定し、5年ごとに見直さ
れる教育に関する総合計画です。

令和５年6月に閣議決定された「第４期教育振興基本計画」には、学習指導要領
の前文にも示されている、2つのコンセプトがあります。

１つは、「持続可能な社会の創り手の育成」です。もう１つは、「日本社会に根
差したウェルビーイングの向上」です。

国は、将来の予測が困難な時代に、主体性、リーダーシップ、創造力、チーム
ワークなどを備えた人材の育成を目指しています。

また、多様な個人が幸せや生きがいを感じるだけでなく、個人をとりまく場が持
続的に良い状態を、教育を通じて向上させていこうとしています。
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宮崎県教育振興基本計画

国の教育振興基本計画等を受けて、令和5年度に宮崎県教育振興基本計画が策定
されました。

これは、宮崎県教育振興基本計画の中にある計画策定の背景です。

国内においては、地球環境問題、少子高齢化、人口減少、グローバル化の進展、
国際的な地位の低下、子供の貧困など、社会の課題が掲げられ、

社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難となっていることが指摘されていま
す。
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宮崎県教育振興基本計画

また、宮崎県においても、全国と同様に、いじめや不登校、ヤングケアラー、特
別支援教育を必要とする児童生徒の増加など、子供の現状は多様化・複雑化して
います。

このような中、誰一人取り残さず、持続可能な社会を維持・発展させていくため
に、

一人一人が自分のよさや、可能性を認識するとともに、多様な人々と協働しなが
ら、様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓く人材の育成が不可欠です。
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宮崎県教育振興基本計画 スローガン

未来を切り拓く 心豊かでたくましい 宮崎の人づくり

ひなたの学び の推進

○ 一人一人を大切にする子供に育ってほしい

○ 学び続ける子供に育ってほしい

○ スポーツに親しむ子供に育ってほしい

○ ふるさとを愛する子供に育ってほしい

○ 文化に親しむ子供に育ってほしい

未来のみやざきの創り手 の育成

未来のみやざきをどげんかせんといかん!

そこで、宮崎県教育振興基本計画では、「未来を切り拓く 心豊かでたくましい
宮崎の人づくり」をスローガンとして掲げ、

5つの目指す子供の姿を示しています。

宮崎県教育振興基本計画「子供版」には、子供たちにも分かるように示していま
す。

このように、社会背景や国の動向、本県の教育基本方針等をもとに、未来のみや
ざきの創り手を育成するために、「ひなたの学び」は生まれました。

「ひなたの学び」が示す子供の学びの姿があらゆる学びの場で見られれば、県が
掲げる目指す子どもが育ち、

その子供たちが、やがて、「未来のみやざきの創り手」になってくれるものと考
えています。
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ひ ひとりひとりが問いをもち

な なかまとなって学びあい

た たかめよう深く考える力

幼児期からのすべての学びの場において、「ひなたの学び」による目指す子供の
姿を意識し、子供たちを誰一人取り残さず、大切に育てていくための合言葉とし
て「ひなたの学び」を広げていきたいと考えています。このような願いを込め、
「ひなたの学び」は生まれました。
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｢ひなたの学び｣とは、県教育振興基本計画のスローガンである
｢ 未来を切り拓く 心豊かでたくましい 宮崎の人づくり ｣を実現
するために、本県が目指す子どもの学びに向かう姿を、分かり
やすい言葉で整理したものです。

予測困難な未来を生き抜くためには、自分で考え、判断し、
行動する力を、子どもたちが身に付ける必要があります。

そのためには、さまざまな課題を自分事として主体的に
捉え、多様な他者と協働しながら解決しようとするなどの
「学びに向かう力」の育成が大事です。

「ひなたの学び」とは・・・

県教育委員会では、
「ひなたの学び」をこのように定義づけています。

「ひなたの学び」とは、県教育振興基本計画のスローガンである「未来を切り拓
く 心豊かでたくましい 宮崎の人づくり」を実現するために、本県が目指す子
どもの学びに向かう姿を、分かりやすい言葉で整理したものです。

これからの予測困難な未来を生き抜く子どもたちには、さまざまな課題を自分事
として主体的に捉え、多様な他者と協働しながら解決を図るなどの「学びに向か
う力の育成が大切です。
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これからの授業は、教師主導の「教える授業」から、子ども
が主体となる「学びたい授業」への転換が必要です。

これまでの授業は、「知識及び技能」、「思考力、判断力、
表現力等」の育成に重きが置かれ、「学びに向かう力・人間性
等」を含む三つの資質・能力がバランスよく育まれてこなかっ
たのではないか、との課題意識から、三つの資質・能力がバラ
ンスよく育まれることをめざし、学びのプロセスを見直そうと
いう授業改善のメッセージを込めて
「学びに向かう力を育む ひなたの学び」という文言
となっています。

幼児期からのすべての学びの場において、家庭や地域
とも連携しながら「ひなたの学び」を推進していきます。

「ひなたの学び」とは・・・

だからこそ、これからの授業には、教師主導の「教える授業」から、子どもが主
体となる「学びたい授業」への転換が求められます。
授業観・学習観の転換が必要なのです。

しかしながら、これまでの授業は、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現
力等」の育成に重きが置かれ、
「学びに向かう力・人間性等」を含む三つの資質・能力がバランスよく育まれて
こなかったのではないか、との課題意識から、
三つの資質・能力がバランスよく育まれることをめざし、学びのプロセスを重視
した授業改善のメッセージを込めて
「学びに向かう力を育む ひなたの学び」という文言となっています。

幼児期からのすべての学びの場において、家庭や地域とも連携しながら「ひなた
の学び」を推進していきましょう。
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幼児期 学童期 青年期

子ども、先生、保護者、地域の方などが
目指す子どもの学びの姿を意識

すべての学びの場において・・・

○ 一人一人を

大切にする子供

○ 学び続ける子供

○ スポーツに親しむ子供

○ ふるさとを

愛する子供

○ 文化に親しむ子供

先ほども述べましたが、
「ひなたの学び」は、幼児期から青年期までのすべての学びの場において、
学校だけでなく、保護者、地域の方々にも意識していただき、
子供たち自身にも、目指す学びの姿として意識してもらいたいと思っております。

このように、子供の学びの姿を幼児期から青年期まで一貫して大切にしていけば、
県が右に示す「5つの目指す子ども」の育成につながると考えています。

これから、予測困難な時代を生きる子供たちに、資質・能力をしっかりと身に付
けさせていきましょう！
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「授業とは、どんな時間」？

さて、授業とはどんな時間でしょうか。
少し考えてください。
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「授業とは、どんな時間」？

分からないことが分かる
できないことができるようになる

子供たちを育成する

何を育成する？

11

いろいろな考え方があると思いますが、
子供たちにとっては、「分からないことが分かるようになる。できないことがで
きるようになる。」時間なのではないでしょうか。
教師にとっては、子供たちを育成する時間であると言えます。

それでは、教師は、子供たちに何を育成するのでしょうか。

一言で言えば、先ほどの話にも出てきました「生きる力」です。
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「生きる力」

確かな学力

豊かな心 健やかな体

学習指導要領において、「生きる力」は、
「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」の実現を図り、
児童生徒に育むことが目指されています。
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●豊かな心
自らを律しつつ、他人とともに協調し、他

人を思いやる心や感動する心など豊かな人間
性

●健やかな体
たくましく生きるための健康や体力

●確かな学力
基礎・基本を確実に身に付け、いかに社会

が変化しようと自ら課題を見付け、自ら学び、
自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよ
く問題を解決する資質や能力

平成８年７月 中央教育審議会 答申より

平成8年の中央教育審議会答申で生きる力の定義が示されています。

平成20年に行われた前回の改訂でも、平成29年の今回の改訂でも「生きる力」
の育成は、重要とされています。
詳しくは、小学校学習指導要領（平成29年告示）解説総則編２２ページまたは、
中学校学習指導要領（平成29年告示）解説総則編２２ページを後ほど御確認く
ださい。
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「生きる力」を育むために必要
な要素を三つの柱に整理

知識及び技能が習得されるようにすること。

学びに向かう力、人間性等を涵養すること。

思考力、判断力、表現力等を育成すること。

学習指導要領では、その「生きる力」を育むために必要な要素（＝育成を目指す
資質・能力）を三つの柱に整理しています。
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学習指導要領に示された
目標及び内容

子供たちを育成する

何を育成する？

三つの柱をバランスよく育成する

つまり、先ほどの問い「子供たちに何を育成するか」、
この答えは、「学習指導要領の目標や内容」に示される学校教育を通して育成を
目指す資質・能力であり、この三つの柱をバランスよく育成することが求められ
ています。
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「生きる力」

この図は、三つの力をバランスよく育成していくために、『「主体的・対話的で
深い学び」の視点での授業改善』と『カリキュラムマネジメント』が必要である
ことを示したものです。

「ひなたの学び」は、『「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善』
を、分かりやすい言葉で整理したものですから、上の矢印が「ひなたの学び」の
推進ということになります。
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「授業のポイント」

指導と評価の一体化

単元の指導と評価の計画

主体的に学習に取り組む態度の評価

次に授業づくりについて、考えていきましょう。

「授業のポイント」と書きましたが、学習指導要領改訂の趣旨を実現するために
は、学習評価を真に意味のあるものとし、「指導と評価の一体化」を図ることが
求められています。また、学習評価の在り方が極めて重要であり、授業の改善と
評価の改善を両輪として行っていく必要性があります。

「指導と評価の一体化」を図るためには、授業づくりの際に、単元で授業をつく
ることが必要です。そのためには、「単元の指導と評価の計画」を作成し、単元
で授業をデザインすることが重要です。

また、評価については、「主体的に学習に取り組む態度の評価」が難しいとの声
をよく聞きます。

授業づくりには、様々な視点や方法があると思いますが、今回は、この2点につ
いて、確認します。
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「授業のポイント」

指導と評価の一体化

単元の指導と評価の計画

主体的に学習に取り組む態度の評価

まず、「単元の指導と評価の計画」についてです。
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単元（７時間）

⑦⑥⑤④③②①

学習前 学習後

例えば、7時間の単元があったとしたときに、7時間の授業を計画するわけです
が、
単元終了後に「何ができるようになっているか」、児童の具体的な姿を考えるこ
とが必要です。

その上で、毎時間の授業の内容を「習得→活用→探究」の過程を意識しながら考
えます。
どの時間が「習得」、どの時間が「活用」かを想定して単元を計画するというこ
とです。

内容によっては、1時間の授業の中に、「習得」も「活用」も位置づけられるこ
ともあります。また、単元の後半に「探究」を位置づけたり、教科によっては、
単元全体を貫く「問い（学習課題）」を設定し、単元全体で「探究」したりする
場合もあります。

このように、一単位時間で授業を計画するのではなく、単元で授業を計画し、ど
のように評価するか、についても予め計画することが大切です。



単元の指導と評価の計画

こちらは、「国立教育政策研究所」が作成した『「指導と評価の一体化」のため
の学習評価に関する参考資料』です。詳しくはこちらに示されていますので、御
確認ください。
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単元の指導と評価の計画

スライドにあるのは、『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考
資料』の第3編にあります、
「単元の指導と評価の計画」です。
左が国語で、右が理科です。
教科によって、様式が若干異なりますが、どの時間に何を行い、どのように評価
するかが計画されています。
理科の方では、「記録に残す評価」については、記録の欄に「○」が付いていま
す。「○」が付いていない授業においても、教師が生徒の学習状況を把握し、指
導の改善に生かすことが重要です。

教科による違いがありますので、『「指導と評価の一体化」のための学習評価に
関する参考資料』を御確認ください。
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１時間の授業

ギャップ

次に、毎時間の授業について説明します。
授業前の児童生徒の姿（実態）と授業後の児童生徒の姿（実態）のギャップ
（差）を埋めていくのが本時の授業です。

授業づくりの考え方には、いろいろな考え方があると思いますが、
今日は、「逆向きで授業を考える」方法を紹介します。



導

入

展

開

終

末

本時の目標を達成した
児童・生徒の姿

本時の学習課題

本時の
学習内容・学習活動

事象の提示

育成を目指す
資質・能力

【本時の目標】

＝

「逆向きで授業を考える」方法では、授業の終末から考えていきます。

まず、本時の目標を考えます。
これは、言い換えると「本時に育成を目指す資質・能力」です。

次に、「本時の目標」を達成した児童・生徒の姿を具体的に考えます。
例えば、「今日、学習して分かったことを友達に説明できる」、「○○をつく
る」など具体的に考えます。

そのためには、展開でどんな「学習内容」をどんな「学習活動」で行えばよいか
を考え、

そのための導入を最後に考えます。

授業づくりの際は、まず「学習指導要領」で、本単元では何を目標しているのか
を把握することから始めます。それは、教科書「を」教えるのではなく、主たる
教材である教科書「で」教えるからです。教科書を順に見ていくと、「あれもこ
れも」教えないといけないと考えてしまうことがあります。教科書は、とても詳
しく書いてあります。教科書を見る前に「学習指導要領」で、核となる学習内容
を確認することで、学習内容の精選を図ることも可能になります。



「授業のポイント」

指導と評価の一体化

単元の指導と評価の計画

主体的に学習に取り組む態度の評価

次に、「主体的に学習に取り組む態度」の評価についてです。
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、
①の粘り強い取組を行おうとする側面と
②①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面
二つの側面を評価することが必要です。

つまり、従前の「関心・意欲・態度」とは異なり、
「①と②」を見取るような場面が必要になるということです。そのため、単元の
1時間目において、「記録に残す評価」として「主体的に学習に取り組む態度」
を評価することは、基本的にありません。「指導に生かす評価」として評価する
ことはあります。

体育（保健体育）の運動分野は、「態度」として評価する内容が決められていま
す。教科による違いがありますので、『学習指導要領』及び『「指導と評価の一
体化」のための学習評価に関する参考資料』を確認してください。
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価

例えば、単元や授業の中で「試行錯誤した学習状況を振
り返る場面」を設定することが考えられる。

その際、①粘り強く学習に取り組む態度
②①の中で、自ら学習を調整しようとする態度

の２つの側面から評価する必要があり、それらを評価でき
る課題を設定する。

→ 客観的な評価ができるように、ワークシート等の中に
振り返りの視点を入れておくことが考えられる。

一つの例を紹介します。
例えば、単元や授業の中で「試行錯誤した学習状況を振り返る場面」を設定する
ことが考えられます。
その際、①粘り強く学習に取り組む態度
②①の中で、自ら学習を調整しようとする態度
の２つの側面から評価する必要があり、それらを評価できる課題を設定します。
客観的な評価ができるように、ワークシート等の中に振り返りの視点を入れてお
くことが考えられます。
例えば、「どのように課題を解決したか」、「どのような知識及び技能を活用し
たか」、「誰とどのような対話をしたか」、「自らの学習を振り返り、自分の成
長について考えたことや思ったことを書きましょう」などの視点を入れることが
考えられます。
先ほども述べましたが、第1時に粘り強く取り組む課題が設定されることは、あ
まりないので第1時に「記録に残す評価」として評価することは、ほとんどない
というわけです。
これにつきましても、教科の特性もあるので、「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料を後ほど御確認いただければ幸いです。
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ひなたの学び

資
質
・能
力
の
育
成

まとめ

最後になりますが、授業をイメージでお話しします。

授業では、本時の目標の達成、言い換えると「本時に育成を目指した資質・能
力」の育成ができたか？が重要です。

このグラフは、縦軸が「資質・能力」の育成、言い換えると本時の目標の達成、
横軸が「ひなたの学び」です。
「ひなたの学び」は、生き生きと進んで学ぶ姿であり、主体的・対話的で深い学
びの視点からの授業改善であると考えたときに、
日々の授業はどこに位置づけられるでしょうか？



ひなたの学び

資
質
・能
力
の
育
成

まとめ

緑の部分に位置する授業は、「教師主導の授業であるが、資質・能力が児童に身
に付いている」と考えてください。教師の丁寧な説明で、児童・生徒が学習内容
を理解している状況です。

オレンジは、「教師主導で資質・能力が身に付いていない授業」、教師がしゃべ
りっぱなしで、児童・生徒は、学習内容をよく理解できていない状況です。

黄色は、児童・生徒が主体的・対話的に学習しているが、児童・生徒は、よく理
解できていない授業です。言わば「活動あって学びなし」の状況です。

「ひなたの学び」の推進は、ピンクを目指すものです。
教師（授業者）は、児童・生徒の実態を考えた上で、様々な工夫や支援を行い、
「主体的・対話的で深い学びの視点」からの授業改善に取り組むのですが、授業
をつくる際には、次の視点で授業づくりを行うとよいでしょう。



授業をデザインする際に意識する視点（例）

① この授業の本質は何か

② この授業で身に付けさせたい能力は何か

③ その能力が育成できたかを
どのように評価するのか

④この授業はどの学習指導過程を重視するのか

⑤そのためにどのような環境づくり
（問いかけ・準備・支援など）を行うのか

①は、この授業の本質、つまり、最も大切なものは何かという意味です。例えば、
○○の内容について△△の学習活動を行うことなど、教師（授業者）が考える
「授業の核（本時の目標の達成に迫るために必要）となる学習内容、学習活動な
どが該当します。
②は、身に付けさせたい能力は何か。言い換えると、本時の目標です。
③は、②をどのように評価するか。
④この授業は、どの学習指導過程を重視するのか。導入なのか？展開なのか？終
末なのか？
⑤そのために、どのような環境づくりをするのか、言い換えるとどんな工夫をす
るのか？です。

教師（授業者）が、教材研究を十分に行った上で、５つの視点で授業を構想し、
それを他者に説明できるほどに準備することが授業づくりの根本であると考えて
います。

ぜひ、参考にしてみてください。
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